
渡部さん　　
　2018年に浴室用リフトを、2019年にスタンディ
ングマシンを導入しました。当時は職員数が少なく、
職員がケアを無理なく継続していくための方法を
模索した結果でした。これらの機器の導入により、
職員の身体的負担の軽減や安心感につながり、
移乗に手間がかからないことからご利用者のトイレ
で排泄する回数も確保できるようになるなど、導入
の効果は大きいものでした。2021年には機器導

入以降に入職した職員が多くなっていたため、改めて職員にノーリフ
ティングケアの必要性を認識してもらうことと、ノーリフティングケアの
技術向上を目的として、愛媛県の「ノーリフティングケア普及啓発事
業」モデル事業所に応募し、採択されました。なお、愛媛県の提唱する
ノーリフティングケアは「トータルセーフティケア」といって、職員の腰痛
予防だけを目的とするのではなく、ご利用者も苦痛がない状況で過ご
せる、職員・ご利用者双方が24時間安心・安全でいられる環境を作ろ
うという考えに基づいています。その考えのもと、モデル事業所として
約半年間活動を行いました。活動は、まずご利用者全員のADL（日常
生活動作）や介助内容から、介助することによる腰痛発生リスクが高
いご利用者を、事業で定められている基準で洗い出しました。それか
ら、そのご利用者に適応するノーリフティングケアと必要な物品を確認
し、ターンテーブルやポジショニングクッション、スライディングシートなど
の物品を導入しました。その後は、事業から派遣された講師による当
施設での研修や実技指導を定期的に受けながら、ノーリフティングケ
アを実践していきました。モデル事業所としての活動終了後に職員へ
アンケートを実施すると、身体的負担が
軽減したという声が多く上がりました。な
お、現在も講師が施設へ指導訪問する
際に同行したり、ノーリフティングケアを検
討している施設に当施設を見
学してもらったりするなど、協力
事業所という立場で同事業に
補助的に携わっています。

渡部さん
　2019年に導入したスタンディングマシンは基本的に自力で立ち
上がれない方に使用していますが、立ち上がる力のある方にフィット
するような機器を探していた時に、サラステディ コンパクト（以下、サ
ラステディ）に出会いました。サラステディは移乗の助けになるだけ
でなく、ご利用者の姿勢や目線に変化を起こせることが好印象でし
た。車椅子の場合は、円背のご利用者だと胸郭がつぶれて呼吸器

 『特別養護老人ホーム ル・ソレイユ』は、職員の業務改善の取り組みを積極的に実施されているご施設です。またご利
用者の、“ご飯を沢山食べたい”、“いつまでも自分で自分のことは決めたい” といった願い（夢）を叶えることを目
的として、業務に取り組まれています。“職員もご利用者も大切にしたい”という強い思いのあるル・ソレイユ様に、今
回は主にノーリフティングケア（抱え上げない介助）推進の活動について取材しました（取材日：2024年10月3日）。
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機能の低下や肋間筋の拘縮を引
き起こす可能性や、目線が下がる
ことで自分の世界に籠ってしまうと
いう懸念があります。しかしサラス
テディを使用すると、車椅子使用
時の姿勢より上半身が伸び、さら
に目線が上がり景色が変わりま
す。精神的にも意欲が高まり、（トイ

レなどに）行かされるという受動的な感覚ではなく、行
こうという能動的な意識に変化するのでは、という
期待がありました。

菅さん
　サラステディはご利用者自身で立ち上が
り、職員はお尻を少し支えるぐらいなので、
身体がとても楽です。さらに2019年に導入
したスタンディングマシンよりも軽く動かせます。サラステディを使い
始めた時は嫌がるご利用者もいましたが、他のご利用者がサラステ
ディを使用しているところを見て、「あれ楽そうやね」「私もやってみよ
うか」と言ってくださったり、私から「これ使ったら私らも楽なんよ」と伝
えると「じゃあ頑張ってみよう」と協力してくださったりして、今では進ん

で使用させてくださる方が多いです。また目
線が上がるので、ご利用者がサラステディ
に乗ることを楽しんでくださっていて、サラステ
ディで散歩（施設内）に行くこともあります。

髙橋さん
　1勤務で3～4回はサラステディを使用し
ており、私も身体が楽に感じています。ただ、

身体が小さい方や腕が伸びない方では前方のバーに手が届かない
ことがあり、その場合は後ろから支えて立っていただく必要がありま
す。トイレでサラステディを使用する場合は、トイレ壁面にあるL字手
すりを使わずに立ち上がってもらうことができ、ご利用者も立ち上がり
やすそうです。

渡部さん
　L字手すりを使用するよりも自然な立ち上がり姿勢が取れるところ
も、サラステディの良いところだと思います。また、サラステディの厚
みのあるフットボードに足を乗せたまま排泄していただくので、踏ん張
りやすい排泄向けの姿勢になることもメリットだと考えています。
　現在、サラステディ使用によるご利用者と職員への身体的・精神的
効果を研究しています。ご利用者の姿勢や重心位置の変化（姿勢評
価アプリで解析）、ご利用者のADLへの影響や下肢のトレーニング効
果（立位時間の延長や立位の安定）の有無、ご利用者の精神状態の
変化、職員の身体的負担の変化など、様 な々評価を実施しています。  

■  サラステディ コンパクトの使用

■  ノーリフティングケア推進と介護観のジレンマ

そのほか取り組まれていること

ご利用者の夢を叶えるために

■  褥瘡管理

■  オムツゼロの取り組み

アルペット手指消毒用αアルジョ スライド シート

ご使用いただいているその他製品

髙橋さん
　ご利用者の中には、車椅子などの福祉用具にすら抵抗感を持ち、
ノーリフティング機器が受け入れられない方がいます。ご利用者には
苦痛なく生活してほしいし、ご利用者の気持ちに寄り添ったケアを行
いたいと考えているので、その方に対しては機器を使用せず人力で
移乗していますが、一方で自分の身体的負担を考えると機器を使用
したいという思いもあり、ジレンマを感じます。どんなご利用者にも受
け入れられやすい機器があればと思っています。

渡部さん
　職員は、ご利用者が嫌がることや不安に思うことをしたくないとい
う介護観がとても強いです。ご利用者は初めて使用する機器に対し
て不安を感じることや、そもそも機器を使われることに抵抗感を持た
れることもあり、「ご利用者のそのような反応を見ると心を痛めてしま
う、それでもノーリフティングケアをやらないといけないのか」と職員か
ら言われたことがあります。職員から葛藤の声を聴き、ノーリフティン
グケアを推進することは正しいのかと私も悩みました。しかし、ノーリフ
ティングケアは職員の身体を守る手段です。ご利用者の反応で機
器の使用をやめてしまうと、職員の身体を守るという目的を達成でき
なくなってしまいます。“職員の身体を大切にするため、機器を積極的
に使用してほしい”という私の思いと、“ご利用者の嫌がることはしたく
ない”という職員の思いで板挟みになっていました。
　そのような中でサラステディを紹介いただきました。サラステディは
ご利用者自身の力で立ち上がるので、機器を使われるというよりもご
利用者自身に機器の使用にご協力いただく形となり、不安感をカ
バーできるのではと思ったことも、使用を始めたきっかけとなりました。
また、機器を何回か使用すれば抵抗感が無くなるご利用者もいらっ
しゃったので、最近は、ご利用者が不安がっても何度かトライしてほし
いということと、機器は基本使う前提という認識を高めてほしい、と伝
えています。
　その他、地域の方にノーリフティングケアを知ってもらうことも重要
と考えます。普段からご利用者や地域の方がノーリフティング機器を
見る機会があれば、“ノーリフティング機器は介護に使用するものだ”
という前提ができるので、ご利用者の抵抗感の解消に繋がると思っ
ています。

髙橋さん
　褥瘡の早期発見に繋がるように、皮膚の異常を発見したらすぐに

看護師に報告し、職員全体で共有します。今年春には介護職員主
催の褥瘡勉強会を開き、知識を高めました。ご利用者の身体に褥瘡
が一度できてしまうと治りにくいので、ポジショニングやエアマットを使
用した除圧、栄養管理等を行い予防に努めています。

渡部さん
　新入職員は入職時研修として、褥瘡の基礎知識とトータルセーフ
ティケアを勉強します。一度、治りにくい褥瘡があった時に、サラヤの
CCステップスを使用してバイオフィルム有無の評価を行いました＊。
結果的にはバイオフィルムは検出されませんでしたが、医師への情
報提供のツールとして活用できそうだと感じました。

菅さん
　当施設では、オムツの使用を無くす（オムツゼロ）取り組みをしてい
ます。各ご利用者の行動履歴を記録し、何時間おきにトイレへ行け
ばトイレで排泄ができるのかを把握して、可能な限り布パンツに切り
替えてトイレで排泄していただきます。一般的には排泄ケアの方法と
してパッド交換もありますが、立てなくなってもきちんとトイレで排泄し
たいとの気持ちを持つ方もいます。そのようなご利用者の願いをでき
る限り叶えることができているのは、私の喜びにも繋がっています。ま
た、トイレに行くことでご利用者の活動量が増えるので、ご利用者の
夢の実現にも近づけると考えています。

渡部さん
　ご利用者の生活を豊かにすること、さらに職員がスキルアップ・レ
ベルアップすることが、ご利用者の笑顔や夢の実現に繋がると考え
ています。そのための手段は沢山あるはずであり、サラステディの使
用も手段の一つだと考えています。今後も様々な手段を模索して、
チャレンジを続けていきたいです。ご利用者に対する素晴らしい介護
観を持ったスタッフに感謝して、これからもサラステディのような機器
を紹介しながらサポートしていきたいです。

ル・ソレイユ

フットボード

モデル事業所

認定ポスター

サラステディ コンパクト

起立補助器

★現時点でのデータは、p.5をcheck!

＊バイオフィルム（菌が作り出すヌメリ）が褥
瘡にあると治りにくいとされている。ＣＣス
テップスは、バイオフィルムを簡単に可視化
する製品。
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ない”という職員の思いで板挟みになっていました。
　そのような中でサラステディを紹介いただきました。サラステディは
ご利用者自身の力で立ち上がるので、機器を使われるというよりもご
利用者自身に機器の使用にご協力いただく形となり、不安感をカ
バーできるのではと思ったことも、使用を始めたきっかけとなりました。
また、機器を何回か使用すれば抵抗感が無くなるご利用者もいらっ
しゃったので、最近は、ご利用者が不安がっても何度かトライしてほし
いということと、機器は基本使う前提という認識を高めてほしい、と伝
えています。
　その他、地域の方にノーリフティングケアを知ってもらうことも重要
と考えます。普段からご利用者や地域の方がノーリフティング機器を
見る機会があれば、“ノーリフティング機器は介護に使用するものだ”
という前提ができるので、ご利用者の抵抗感の解消に繋がると思っ
ています。

髙橋さん
　褥瘡の早期発見に繋がるように、皮膚の異常を発見したらすぐに

看護師に報告し、職員全体で共有します。今年春には介護職員主
催の褥瘡勉強会を開き、知識を高めました。ご利用者の身体に褥瘡
が一度できてしまうと治りにくいので、ポジショニングやエアマットを使
用した除圧、栄養管理等を行い予防に努めています。

渡部さん
　新入職員は入職時研修として、褥瘡の基礎知識とトータルセーフ
ティケアを勉強します。一度、治りにくい褥瘡があった時に、サラヤの
CCステップスを使用してバイオフィルム有無の評価を行いました＊。
結果的にはバイオフィルムは検出されませんでしたが、医師への情
報提供のツールとして活用できそうだと感じました。

菅さん
　当施設では、オムツの使用を無くす（オムツゼロ）取り組みをしてい
ます。各ご利用者の行動履歴を記録し、何時間おきにトイレへ行け
ばトイレで排泄ができるのかを把握して、可能な限り布パンツに切り
替えてトイレで排泄していただきます。一般的には排泄ケアの方法と
してパッド交換もありますが、立てなくなってもきちんとトイレで排泄し
たいとの気持ちを持つ方もいます。そのようなご利用者の願いをでき
る限り叶えることができているのは、私の喜びにも繋がっています。ま
た、トイレに行くことでご利用者の活動量が増えるので、ご利用者の
夢の実現にも近づけると考えています。

渡部さん
　ご利用者の生活を豊かにすること、さらに職員がスキルアップ・レ
ベルアップすることが、ご利用者の笑顔や夢の実現に繋がると考え
ています。そのための手段は沢山あるはずであり、サラステディの使
用も手段の一つだと考えています。今後も様々な手段を模索して、
チャレンジを続けていきたいです。ご利用者に対する素晴らしい介護
観を持ったスタッフに感謝して、これからもサラステディのような機器
を紹介しながらサポートしていきたいです。

ル・ソレイユ

フットボード

モデル事業所

認定ポスター

サラステディ コンパクト

起立補助器

★現時点でのデータは、p.5をcheck!

＊バイオフィルム（菌が作り出すヌメリ）が褥
瘡にあると治りにくいとされている。ＣＣス
テップスは、バイオフィルムを簡単に可視化
する製品。

３
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　口腔ケア実施の際は、飛沫曝露リスクを最小限に抑えることが大切です。利用者の

真正面でケアを行うと飛沫曝露を受けやすいため、横または後方からケアします2, 4）。
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低減を図ることができ

ます。

1）日本訪問歯科協会. お口の中は細菌がいっぱい. 
　 https://www.houmonshika.org/oralcare/c109/： 2024年10月1日現在. 
2）土屋麻由美. 口腔ケア時のチェックリスト. INFECTION CONTROL. 2023；32(3)：45-8.
3）梅津敦士 他. 口腔ケア時の洗浄液の飛散状況および口腔環境調査. 環境感染学会誌. 2017； 
32(4)：186-92. 

4）高鷲智美. 口腔ケア. INFECTION CONTROL. 2023；32(12)：47-50.
5）笹原鉄平. 入居型高齢者施設における日常的な入居者介助のための感染対策手順書. 口腔ケア
(第1版). 2020. 

6

● 毛先を上向きにして乾燥させる2, 5, 8）。
   下向きだと乾燥しにくく、微生物が増殖しやすい2, 8）。
● 1か月程度で交換する5）。

　使用後の口腔ケア物品（歯ブラシやコップなどの再利用できる物）は、新し

い手袋と必要に応じてその他のPPEを着用し、洗浄します5）。複数人の物品

をまとめて洗うと、交差汚染する可能性があるため、洗浄は利用者ごとに実施

します2, 5, 8）。

　洗浄後の物品は個別に乾燥・保管します 2, 4, 5）。乾燥・保管中に他者の物品

が接触すると、微生物伝播の恐れがあります。また、洗浄後の物品は、シンク

の周囲には置かず、水跳ねしない場所で

保管します 8）。シンクは緑膿菌などの湿潤

環境を好む細菌が繁殖しやすく、シンクの

周囲に物品を置くと、水跳ねによって細菌

汚染を受ける可能性があります。

図1 調査で洗浄液の飛散
       を確認した部位

PPEを着用し、利用者の横または後方からケアする

他者の物品同士が接触しないようにする

口腔ケア時の
感染対策ポイントをチェック！

片付け準備～実施

歯ブラシ

● 汚染除去が困難で微生物が増殖しやすく、またス
ポンジ本体の劣化により誤飲を招く恐れもある 8）。
衛生上・安全上の点から、原則使い捨てとする2, 5）。

スポンジブラシ

● 内部までよく乾燥させる。下向きで紙や布の上に置
くと、内部が乾燥しにくく、微生物が増殖しやすい8）。

コップ

手指衛生した後、目の防護具（ゴーグルなど）やフェ
イスシールド、マスク、エプロンやガウン、手袋を
着用していますか？

実施者は利用者の正面を避け、横または後方からケ
アしていますか？

口腔ケア終了後に個人防護具（以下PPE）を外し、
手指衛生をしていますか？

準備～実施 片付け

使用後の物品は、複数人の物品をまとめ洗いせず、
個別で洗浄していますか？

洗浄後の物品は、汚染しにくい場所で、各利用者の
物品同士が接触しないよう、個別で乾燥・保管してい
ますか？

チェックリスト

PPEを着用する
Point

口腔ケア物品は個別管理し、よく洗浄・乾燥させる
Point

飛沫曝露リスクを最小限に抑える
Point

各物品の管理Point
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検証期間 ： ２０２４年８月１日～１０月３１日　約３カ月
対      象 ： ２名　

● 排泄ケア1回にかかる時間が約2分減少した
● 車椅子ではベッドやトイレ周囲でご利用者に合わせた位置にセッティングする必要があったが、サラステディではその手間が無くなり、
　 技術に不安を持った職員でもケアの均一化が図れることが分かった

10.3日 ➡ 5.6日

●  安全に長座りができるようになった
● 足底が床に着かず不安定な姿勢だったのが、サラステディのフットボードにより足底が接地して
便座での姿勢が安定し、自然と前傾姿勢になり、腹圧をかけやすくなった　

● 起立動作などにより大腸の動きが活発になった（起立大腸反射）

「WHO-5精神的健康状態表」での自己評価が11点 ➡ 14点（20点満点）に上昇 ※数値が高いほど精神的健康状態が高い

車椅子操作 ➡ 2カ月目途中から歩行器での歩行に切り替わり、現在も継続。立位姿勢が安定した

職員への身体的・精神的負担調査（アンケート）　n=9

● トイレ介助時の手順がシンプルになったので、迷わずできるようになった
● 立ち上がり介助時の腰への負担が少なくなった気がする
● ご利用者の気分が上がっているのが分かり、こちらも楽しくなった
● 新しい福祉用具に抵抗があったが、使っているうちにケアに必要だと感じ積極的に使うようになった

変化のあった項目の抜粋
意欲的で、活動的に過ごした

ぐっすりと休め、気持ちよく目覚めた
日常生活の中に、興味のあることが沢山あった

サラステディ使用前
最近２週間のうち、半分以下の期間（2点）

〃
〃 

サラステディ使用後
最近２週間のうち、半分以上の期間（3点）

〃
〃

変化のあった項目の抜粋
疲労などの身体的な負担を感じる

ケアに追われて不安を感じることがある

サラステディ使用前
56%（5名）
〃 

サラステディ使用後
33%（3名）
〃 

サラステディ コンパクト
使用による効果の検証

要介護度４、アルツハイマー型認知症/右肩関節可動域制限
（屈曲１１０度）、サラステディ使用頻度 １日３～４回
要介護度５、前頭葉症候群/腰部脊柱管狭窄症、
サラステディ使用頻度 １日４～５回

Ｔ様

Ｊ様

Ｔ様 Ｊ様

Ｔ様

Ｊ様

車椅子
ご利用者に合わせた位置に車椅子をセッティング

職員が介助し車椅子に移乗
トイレに移動

ご利用者に合わせた位置に車椅子をセッティング
L字手すりで立ち上がり
車椅子を移動させる
便座に座る
排泄

L字手すりで立ち上がり
車椅子をセッティング
車椅子に移乗

移動

平均9.4分

サラステディ
ご利用者の前方にサラステディをセッティング
ご利用者が自力で立ち上がりサラステディに移乗

トイレに移動
便座にまっすぐサラステディをセッティング

立ち上がり

便座に座る
排泄

立ち上がり

移動

平均7.2分

＊ 排泄時間を除く

工程

時間＊

ル・ソレイユ様より頂いた資料をもとに作成 職員の負担軽減だけでなく、ご利用者に
身体的・精神的な好影響を及ぼした

結果

排泄ケア時の平均所要時間の減少

排便間隔の改善

歩行改善

生活改善

職員の負担軽減　

どこに
置く？

自由記入

7.6日 ➡ 3.2日

推定要因

サラ
ステディ

車椅子

排便間隔
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